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第 1章 緒言並に文献
生活文化の向上に伴ぃ，人口の都市集中傾向は毎常見られる現象である。それに伴う都市よ
り生ずる尿尿は莫大の数量に達し，之が処理は都市衛生上重大な問題である O 更に農村に於い
ては，主として経済上の理由により，尿尿を肥料として用うる必要があり，自家下肥は勿論，
都市原尿も搬入使用している現状である O
尿尿はかく農家にとって重要な地位を占める肥料となっているが，単に汚彼なるのみなら
ず，治化器系伝染病源及び寄生虫卵の巣窟であって危険なものと謂わねばならなし、。
尿尿処理方法として，都市に於いては水洗便所，農村に於いては厚生省式改良便所・とし、われ
ているが，現下の我国の状態に於いてはそれらの普及は前途甚だ遼還といわねばならない。
亦p 尿尿を肥料として使用せねばならない現状に於いては，‘尿尿を街生学的に安全に，而も
肥料成分をなるべく損失しないように，且つ速かに供給することが必要である。一般に尿尿を
腐熟せしめて肥料に供しているが，尿尿が腐熟して安全となるには可成り長期の貯溜が必要で
あるから，この腐熟を促進し得れば尿尿処理問題に大なる利点を与え得るわけである O
当教室に於いては，かねて尿尿処理問題について研究がなされ，尿尿腐熟に関して，藤含，
牛尾，渡辺の研究があり，汚泥の混入が腐熟の促進に役立つことが知られてし、る。
腐熟に伴い，尿尿は漸次液化の状態となるが，尿尿中には植物性線維多く，汚泥中には嫌気
性線維素分解閣が存在することから，貯溜尿尿の液化には線維素分解菌が関与して居るものと
得本論文の要旨は第 23四日本衛生学会総会に於て発表した。
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想定される O 裁に於いて余は分離した嫌気性線維素分解菌を貯沼尿尿に加え，保尿中に於ける
諸事項の変化を観察し，種々の知見を得たのでここに報告する。
第 2章実験材料 第 3節菌数計算
第1節嫌気性線維素分解菌 貯溜尿尿を上，中，下の三層に分け，との3部分
実験には余の分離した偏性嫌気性線維素分解菌を について菌数計算を行った。
使用した。即ち第1編に記述した嫌気性線維素分解 嫌気性線維素分解菌については， 1.2% Mc Beth 
菌のうち偏性嫌気性菌 K!，K2菌群より夫々 Nr.59， 氏線維素寒天培地を用し、，これに披菌生理的食塩水 
Nr.~89 菌株を選んだ。前者は糖を分解しない菌株で
あり，後者は糖を分解する菌株である。その他この 
生物学民性状については既述の通りである。
第 2節使用尿尿及び器具装置
実験に使用する尿尿は，若し新旧民尿混在すると
きは腐熟過程に複雑な因子を与え，本実験に支障を 
与える懸念があるため，比較的新鮮な尿尿を得lるた
めに千葉大学教育学部寄宿舎の尿を用L、，用に臨ん
で荒い網目の金網をもって簡し、，粗大な固形物を除
去して使用した。尿は実験室居住者より採取した新
鮮なものを使用した。 
実験尿尿の貯溜のためには，底部の直径20cm，
高さ 40cmの硝子鐘を用いた。叉口にはゴム栓を施
いそれよりコ、、ム管をもって安殿ソ ダ液中に導きF
ガスの措集を行った。
第 3章実験方法
第 1節実験試料
尿及び尿を容量 1:4の割に混じ，硝子鎧にその
約 41を容れ，その一つには Nr.59菌株他には Nr. 
89菌株を夫々尿尿 1cc当り 14個の割に投入した。
別に嫌気性線維素分解菌な入れないものを対照と
し，共に 250Cの恒温室に保存して尿尿の菱化を観
察した。
以下使宜上， Nr.59菌株， Nr.89菌株を混じたも
のを夫々 K1，K2と呼び，対照をCと呼ぶこと Lすー 
る。
第 2節 Scum，液層，沈殿量，粕調度
及び pHの測定
Scum，液層，沈澱量は硝子鐘に cmの目盛をつ
け，これによりその厚さを測定し，粘調度はよい測
定方法がないため，直径 5mmの硝子管にゴム帽を
冠し，この吸引抵抗により不確実ながら粕調度を推
足する事とした。
尿尿 pHの測定には東洋、櫨紙会社製のイオン濃度
比色標準表を用¥"，_試料を一面につけ裏面に現われ
た色調の密化により，これを測定した。
をもって 10倍， 100倍， 1，000倍に稀釈した尿尿 1
ccを混和平板とし，嫌気鎧に収め， 370 C 2週間培
養の後菌数を算定した。
その他の嫌気性菌については， Zeisslerの平板培
地を用い，これに被菌生理的食塩水をもって 1万倍
~20-万倍に稀釈した尿尿 1 滴を滴下 L，コンラ{ヂ
棒にて塗布し，同じコシラーヂ棒にて第2の平板培
地にも塗布し， 370 C 4日間嫌気的に培養して緊落
数を読み，別に滴下したピベットによる 1ccの滴数
を測り，緊落数に滴数及び稀釈倍数を乗じて尿尿 1
cc中の菌数とした。
向大腸菌については， 1 ，000 倍 ~1万倍稀釈液を
用い，遠藤氏フグシン寒天上に好気的に培養し，来
落数より菌数を計算した。
第 4節方、ス量の測定
硝子鐘よりゴム管にて炭酸ソ{〆液中にガスを捕
集して総ガス量を求め，このガス 100ccを取り，硫
酸及び加性ソ{〆にて吸収せしめて，塩基性ガヌ，
酸性ガス及び中性ガスの量を測定した。叉鉛糖f紙を
用いて硫化水素の存在を検Lた。
第 4章実験成績
第 1節 Scum，液層，、沈澱量，粘調度
尿尿貯溜当初は Scum，液層，沈澱の区別がない
が， 3--4日でこの三者の区別が判然としてくる。
Scumはガスと共に上昇し，上層に蓄積する食物
残澄であるが， K 1，K2共に 4日で Scumの形成
をみたが，その後除々にその量減じて， 15日で全く
消化消失した。とれに対LCでは 3日 Scum形成 
後その量にほとんど恋化をみなかった。
又 Kl，K2は Scumが湿潤性であって，硝子管
を用いて採取するのに何等の不便を感じなかった
が， Cに於いては乾燥して容易に採取することが出
来なかった。
液層，沈殿物の量については三者聞に差を認めな、
かったが，肉眼上Kl，K2の沈殿は粒子細かし軟
らかな感じをうけたのに対し， Cの沈澱は粒子が粗
で、あった。
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\二二旦型~~.11 12 3 4 
。.1 9 10 I 11 1 12 1 13 1 14 1
15 
2.0 I1.53.03.03.54.5Scam (cm) 1.0 0.8 0.5 0.3 0.1 
液 層(cm) 5.5 9.5 11 1312 13.5 13.5 13.5 13.5 13.5 15 15 
沈 搬(cm) 16 1213 11 11 11.5 11.5 1211 12 11 11 
pH 7.4 7.2 7.2 7.4 7.6 7.4 7.2 7.2 7.2 7.2 7.2 7.2 7.2 7.2 7.2K1 
総ガス量(cc)200 1，000 1，500 1，400 600 500 500 500 600 500 400 400 400 400 400 
塩基性(%) 3.0 12.0 12.0 14.1 17.6 18.2 21.0 24.2 24.6 22.7 23.8 25.6 27.7 31.4 
酸性(%) 4.4 8.5 13.6 17.1 18.0 17.6 21.6 23.0 25.4 26.4 27.5 20.4 27.430.4 
中性(%) 92;6 79.5 74.4 68.8 
。。
64.4 
4.5 
64.2 57.4 52.8 50.0 50.9 48.7 44.0 44.9 38.2 
0.8 0.3 0.1 
液層(cm) 4.5 9.51 12 16 16 i16 16.5 17 17 17 
沈澱(cm)I 17 13 I11 919 9.51 9.5 9 9 99 9 
pH 17.41 7.21 7.2 7.4 7.41 7.4 7.21 7.2 7.2 7.21 7.2 7~2 7.2 7.2 7.2K2 
総ガス量(c)1200 1，800 1，500 1，500 8001 600 600! 500 500 4001 400 400 500 400 400 
一 一 巾  
塩基性(%)I I2.0 I11.0 14.0 14.4118.0 16.0 I20.0 24.6 25.4127.0 22.0 22.0 35.6 33.8 
17.6 16.6 21.0 123.4129.4 27.0 30.0 30.0 20.433.2 
中性(%) 
酸性(%) 
2 46.0 48.0 48.0 44.0 30.0 
Sacm (cm) 
45.93.51 81.2 68.4 72.01 64.4 67.4 590|則 1 
4.0 4.0 4.0 4.01 4.0 3.5 3.5 3.5 3.5 3.5 3.5 
液 層(cm) 14 13.51 13 13 12.5 12.5 12.513 13 113 13.5 13 13 
8.5 9 9沈 澱(cm) 8 9 9.5 9.5 10 109 9 109 
pH 7.4 7.2 7.2 8.0 8.4 8.6 8.6 8.6 8.6 8.6 8.6 8.6 8.6 8.6 8.6C 
総ガス量(cc)。100 500 700 600 500 500 400 500 400 400 400 300 300 300。2.0 。。。。0.4 3.0 7.2 4.0 0.8 2.4 4.0 

酸性(%)
 
塩基性(%) 
4.8 3.0 10.6 14.6 12.8 18.2 20.6 27.0 27.0 28.0 28.0 30.0 29.4 
中性(%) 94.8 94.0 82.2 81.6 81.4 79.4 75.4 73.0 71.0 72.0 72.0 70.0 70.6 
第 1図 pHの推移 
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叉採取管による採取に際しでも K1，K2の沈澱
の採取はCに比して極めて容易であった(第 1表参
照〉。
第 2節 pHの推移 
pHは当初7.4であったが，三者共に 2及び 3目 
7.2と下降したが，その後 Cに於いては急速に上昇
して 8.6を示めした。これに反し，K1，K2共に 4 
--6日7.6，7.4と上昇するが以後再び下降し， 7.2---
7.4の聞に止った(第 1図及び第 1表参照〉。
第 3節菌数の消長
線維素分解菌:K1，K2共に当初 1cc当り 14個
の割に線維素分解菌を加えたので、あるが，除々に菌
数増加して 20---60日の問に最高に達し， K1に於い
ては 1cc当り 40個， K2に於いては lcc当り 300
{聞に達した。これは池汚泥等の中で夏季でも 1cc中 
5---15個にすぎないのに対し，興味あるものと思わ
れた。
叉層別に見ると，下層は中層・上層に比して菌数
が多かった。
対照の尿尿に於いては，全期間を通じて嫌気性線
維素分解菌の存在は証明されなかった。
総菌数:総菌数は K1，K2，C共に 3自に於いて
はや L増加を認めたが，その後速かに減少した。し
於潤一一一一一一四に瀧-- 二両
fua 
K
及官〉一-
晴 ¥ 戸 一 一凶トー、川、由F、 ¥ 圃
酌 
tepιMM
PLEE-
ω 
-48ー 千葉医学会雑誌 第 30巻
が{也の梓菌に利用せられるためと思われる。“っ ヮ “ 総長 菌解一一
菌数・
滑紛薗…一荒幡宮一町
3 J YIH--
線消劇風間劇風間 、
咋干一、いLh
‘ 2穿億同航
K2では 20日迄減少し後 60日迄大きな斐動を認
めず，以後再.び減少した。 K2で無安動の期間を有
10億 
1α)Q 
するのは，加えられた Nr.89菌株は糖をも利用し
得る菌であるため，線維素分解によって生じた物質
を他の梓菌と共に利用するためと思われる。
腸球菌は 3日に於いて増加を示めしたが，以後速
かに滅少して，Kl，K2に於いては 60日， Cに於
いては 90日で、検出されなかった。 
We1chi氏菌につし、ては三者共に大きな恋動をみ
なかった。
1，000万 大腸菌は三者共に 15日で検出されなかった。
10 
第 3図の1.K1下層に於ける球菌・梓菌
及び腸球菌・ Welchii菌の消長 
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第 2図の 3. Cに於ける総菌数の消長
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第 2図の 1. K1に於ける線維素分解菌
及び総菌数の消長
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かして K1とCとの間には大差を認めなかったが， 
K2に於いては他よりや L速かな減少を認めた。
各層についてみると，上層は他の層に比して減少
の度が大であった(第2図参照〉。
球菌，梓菌別及び腸球菌， Welchii氏菌，大腸菌:
球菌は 3日に於いて一時的増加を認めたが以後速か
に減少した。しかして KlとCとの聞には差を認め
なかったが， K2に於いては他より速かな減少を認
めた。
梓菌も徐々に減少したが，各試料により種々の推
移を示した。 
K1では当初20日迄速かに減少したが，以後再び
増加して 20~60 日の聞に一つの山を形成した。こ
れは加えた Nr.59菌株は線維素以外の含水茨素を
分解しなし、ため，線維素の分解によって生じた物質
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第 3図の 2. K2下層に於ける球菌・梓菌 より徐々に増加して第 4日最高に達したが，その量 
及び腸球菌・ We1chii菌の消長 700 ccにすぎず，以後減少して 1日量 300 --400cc 
を持続した。
第 2項塩基性ガス量
自由醐四球 菌
由ー由梓 菌
一ーーー腸球菌
ー一一 Welchii薗
._-司、、、、、
，"_.-.._一四.，，ν' ー← 
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，、'、， 
‘h 、 
5 10 20 30 45 百子日
1億，
発生ガス中の塩基性ガス量の百分比を求めるた
め，硫般に吸収せしめてその量をみるに， K1，K2 
はその量徐々に増加して，第四日に於いては， 31.4
%， 33.8%に達したJこれに反し， Cに於いては第 
5日;最高でも 7.2%にすぎず，第 10目以後にては検
出されなかった。
第 3項酸生ガス量
酸性ガスは，力nJj:生ゾ戸ダに吸収せしめてその百分
比を求めた。
これは三者共に次第に増加して， 第 15日約 30%
に達したo
第 4項中性ガス量 
K1，K2に於いては塩基性及び酸性ガス量増加の
ため， Cに於いては酸性ガス増量のため，中性ガス
U，ou万 
100万 
10万 
第 3図の 3. C下層に於ける球菌・梓菌
及び腸球菌・ WeIchii菌の消長 の百分比は次第に減少して，第四日夫々 38.2%， 
30.0%，70.6%となった。
尚捕集した方、スに鉛糖紙を近づ、けるときは黒恋し
て硫化水素の存在を示し，火を点ずるときは青色の
焔を出して燃焼し，力日燃性ガスの存在を示した(第 
1表参照〕。
第 5節尿尿中アシモニヤ性窒素量の測定
夕、ス測定に於いて，ιK1及び K2の産生ガスは塩
1， 基性ガスCに比して著しく多く，さらに産生ガス量
唱 
も大であるため，尿尿中の肥料有効成分の損失ある
やも知れずとの懸念から1 第 15目尿尿中のアゾモ
ニア性窒素の定量を，キ戸ノ1〆ダ{ノL氏2法によって行
ったが， Cの7.65mg/ccに対 L，K1，K2犬々 7.61 
mg/cc，7.53mg/ccでその間に差を認めなかった。
第 5章総括並に者察
' z 余の分離せる嫌気性線維素分解菌を貯溜尿尿中に
加えて諸事項の観察を行ったが，その主なる成績は
向各材料について，上層，中層，下層間に大きな 次の如くである。
差違を認めなかった(第 3図参照)'0 1. Scumは 15日で完全に消化消失した。
第 4節 ガス量測定成t績 2. 沈澱の粕禍度は対照に比し小で、あった。
第 1項総ガス量 3. pHは対照の 8.6に対し， 7.2--7.4の聞に推移 
K1，K2は第 1日早くもガスの発生を認め，その した。
量速かに増加して第 2---3日にして 1日量 1，500_. 4. 嫌気性線維素分解菌の菌数は当初の 1cc当り 
1，800ccに達したが，第5目より急速に減少し，以 14個より， K1は 40個， K2は300個に増加した。
後徐々にその量を減少して 1日量 400cc程度にて推 5. 総菌数は被少する。その道程愛化に於いて，
移した。 CとK1との間には差を認めなし、が， K2は速かに 
C~こ於いては第 1 日全くガスの産生なし第 2 目 減少した。
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6. 球菌に於いても CとK1との間に差を認めな
いが， K2は速かに減少した。 
7. 樗菌も減少するがその道程に於いて，三者三
様の形を示す。即ち Cは徐々に減少し 60日頃より 
増加の傾向を示すがK1は減少の途中 20....60目の
聞に菌数増加による山を形成し， K2は不安の平坦
部を示した。
8. 腸球菌は速かに減少して 60自にて既に検出
されなかった。即ち対照より約 30日早く消失する
ょうである。
9. ガス量の産生は対照に比し大で、あった。
10. 塩基性ガス量の百分比は対照に比し著るしく
大で、あった。
11. 酸性ガス量の百分比には差が認められなかつ
第6章結
た。
12. 尿尿中主要肥料成分たるアゾモヱヤ性窒素量 
に差は認められなかった。
13. 以上の実験成績から考察するに，嫌気性線維
素分解菌を投与することにより尿尿の腐熟を促進す
る事が知られる。即ち対照に比して Scumの消失
の早き，洗般物の粘調度や pHの低下，叉尿尿常在 
菌の比較的早期減少，ガス量特に塩基性ガスの多産
等は何れもこれが証佐である。抑々 Scumは姻虫
卵等の寄生虫卵を最も多く保有し，且長く生存させ 
ている事は既知の事実であり，教室の先輩等によっ 
ても屡々指摘されたところであるが，この Scumを'
本菌が早期に消化消失せしめる事は注目すべき現象 
であり，叉寄生虫予防上意義あることと思惟される。
論
嫌気性線維素分解菌を尿尿に混入する時はその腐熟が促進される。併しそのアンモニヤ性窒
素には変化がなし、。汚泥を貯溜尿尿に投入する際にはその液化を平める事が知られているが，
汚泥中には嫌気性線維素分解菌もかなり含有しているので汚泥の尿尿に対する腐熟促進作用に
は本菌が関与している事が推定出来る。
叉貯溜尿尿に生ずる Scumが汚泥混入により早期に消失する事は，主として本菌の作用であ
る事も想定される。而して寄生虫対策として貯溜尿尿の汚泥による腐熟促進法が有意義である
第一の理由として，この Scumの消化をあげる事が出来る。
ヌド稿を終るに臨み，終始懇篤な御指導，御校闘を賜わった恩師谷川教授に満腔の謝意を表しま
す。
併せて田波助教授始め教室員各位の御助言に深謝致します。
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